
東京都における
人権啓発の取組について

資料２



令和５年度の実績について



１． 人権週間等における主な啓発事業

平成27年度から実施している東京都主催の大型人権啓発イベント

① 開催日／場所
令和５年11月18日／新宿駅西口広場イベントコーナー、
25日、26日／東京国際フォーラム
※ 一部プログラムでオンラインでのライブ配信を実施

② メインテーマ
「インクルーシブシティ東京」

③ 主な企画
トークショー、プレゼンコンテスト、手話パフォーマンス、ダンスパフォーマンス
音楽ライブ、企業セミナー、スポーツ体験、パネル展示等

※ ３日間で約14,800名が参加

※ ホールイベントの一部プログラムは事前予約制で実施

（１） ヒューマンライツ・フェスタ東京



④ プログラムの実施状況

■新宿駅西口会場

●同和問題トーク＆猿まわし
・出演者：
村崎太郎さん

●ダンスパフォーマンス
・出演者：

MORIKO JAPANさん（網膜色素変性症の白杖ダンサー）

●けん玉多文化交流ワークショップ
・出演者：
シンノスケさん、MCノブさん



■東京国際フォーラム

●LGBTQ＋トークショー
・出演者：
木本奏太さん（映像クリエイター）
みたらし加奈さん（臨床心理士）

●ユニバーサルスポーツ体験
車いすバスケットボール

●手話音楽ライブ
・出演者：

HANDSIGNさん

●車いすダンスショー
・出演者：
かんばらけんたさん



①小学生人権啓発ポスター展

・都内４校の児童が描いた啓発ポスター60作品を展示

・特設ホームページにて、オンライン形式で実施

②交通広告

・上記作品を活用し、電車の車内広告を実施

杉並区立久我山小学校 墨田区立八広小学校 小平市立小平第九小学校 日の出町立本宿小学校

（２）学校との連携



都内に拠点を置くスポーツチームの試合会場において、人権啓発映像の放映、来場者出
入口での人権啓発グッズの配布、のぼり旗の掲出による啓発活動を実施

(１) ＦＣ東京

７月１６日（日）味の素スタジアム

来場者数：３７，０１４名

(２) ＦＣ町田ゼルビア

７月２２日（土）町田GIONスタジアム

来場者数：５，２２５名

(３) 東京ヴェルディ

８月２６日（土）味の素スタジアムにて実施

来場者数：６，３６３名

（３）スポーツ組織と連携した人権啓発活動

情 報 誌 等 へ の 広 告
（マッチデープラグラム）

ト ー ト バ ッ グ



① 広報東京都

・広報東京都12月号に人権特集記事を掲載（表紙及び見開き面の合計３面）

・新聞折り込み並びに区市町村の窓口等で配布

② テレビＣＭ等

①放映期間等：令和５年11月30日～同年12月８日 民放３局

②ナレーション：石川由依さん

※ラジオCM、東京動画配信、交通広告及び街頭ビジョンも実施

（４）各種媒体を活用



(1) 啓発冊子の発行

・「みんなの人権」「明るい社会をめざして」「外国人の人権」

「アイヌの人々の人権」「犯罪被害者等の人権」

「性自認・性的指向」 ほかを作成・発行

(2) 東京都人権部チャンネル

・各人権課題についての動画を作成

２．啓発資料等の発行・配信



展示室や図書資料室、セミナールームを有するほか、人権相談の機能を備えた、
都の人権啓発の拠点施設

３．東京都人権プラザの運営

港区芝２－５－６ 芝２５６スクエアビル１・２階



人権プラザにおける啓発事業

（１）企画展

「いっしょに生きる ― 身体障害者補助犬法成立から20年」など

（２）子供人権教室

「じぶん、まる！ひとりじゃないよ。じぶんでいいよ。～性の多様性から「じぶん」について考える～」など

（３）人権啓発指導者等養成セミナー

「SNSの教え方 ― これからの情報リテラシー教育を考える」など

（４）人権問題都民講座

「日本で暮らす外国人と共生する未来 ― 地域と外国人の交流する空間を考える」など

（５）図書資料室附帯事業

「『ゴールデンカムイ』で知るアイヌの伝統的な食文化」など

（６）体験・交流型の新たな事業「インクルーシブシティ東京プロジェクト」

「人権ディフェンダーになるための４日間集中プログラム＜ユース向け＞」など



令和６年度の主な施策のポイント

１． 人権週間等における主な啓発事業
➡ヒューマンライツ・フェスタ東京を、多摩地域においても

新たに開催し啓発を強化

２．啓発資料等の発行・配信
➡啓発手法等も含め検討し、工夫して実施

３．東京都人権プラザの運営
➡ 社会的に関心の高い人権に関する分野や、気づきにくいが

大切な分野について、講座等を実施


